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研究トピックス

世界の水問題
我々が住んでいる地球上の水は97.5％が海水であ

り、淡水は2.5％です。この少ない淡水はほぼ北極や南

極の氷なので、実際に我々が利用できる川として地表を

流れている淡水は約0.0001％しかありません（図1）。

このような現状の中でアマゾン川が約20％を占めてい

るなど、地球全体から見ると淡水の偏在は非常に深刻

な問題であります。

このように少ない淡水の用途は農業用水として7割近

くを占め、工業用水が2割、生活用水が1割であります

（図2）。特に我々のようにお米を主食とする東アジア地

域は淡水を大量に使う農業形態なので、淡水不足の問

題は生死をかけた問題と言えます。実際、国際食糧政

策研究所（IFPRI）と国際水管理研究所（IWMI）は

2025年まで農業用水の不足で栽培に多量の水を必要

とする穀物類の供給機能を失う可能性が高いと警告し

ていますし、アジア地域の急激な人口増加と都市化等

によって20年後は50％の水使用量が増加することで国

際的な水資源問題による紛争まで予測しています。

さらに、残留性有機汚染物質（POPs）、工業廃物、

農薬などの有害化学物質は、その汚染源に留まらずに

大気や土壌を介して拡散し、地下水、井戸水、湖水、

河川までの広い範囲に影響を及ぼすことが知られていま

す。実際に水質が年々悪化してきていることから大都市

圏では高度浄水処理が導入され、水道水（飲料水）の

処理費用が増加しています。また、環境省が「水質汚濁

に係る人の健康の保護に関する環境基準」等の見直し

をするなど、よりよい水環境を保全するための努力がな

されています。

このように水資源に関して量的にも質的にも安定した

淡水を確保することは、世界共通の緊急な課題です。

微粉末活性炭錠剤開発の経緯
微粉末活性炭は有害な有機化学物質に対して優れた

吸着性能があることから、環境浄化への適用が有望と

されてきました。しかし、その形態が微粉末であるため

に粉じんが舞いやすく、使用に注意する必要がありまし

た。さらに、微粉末活性炭は水表面に浮いて流れてし

まうので、浄化したい場所への適用も困難でした。これ

らの問題点を改善するために、微粉末活性炭を固体セ

ルロースで固めることで、容易に水底に沈み、その後す

みやかに水中に分散して、様々な有害化学物質を強く

吸着する微粉末活性炭錠剤（製品名「まいて環炭©」）を

開発しました。（国内特許：「有害物質吸着錠剤」（特願

2009−107293）、国際特許：「有害物質吸着成型体」（国

際出願PCT/JP2009/005213））

微粉末活性炭錠剤の特徴
微粉末活性炭錠剤はいろいろな形や大きさに成形す

ることができるため、様々な用途や場面に応じて使い分

けることができます（図3）。素材として使用する活性炭

は、水道法適用の安全性が確立されたもので、比表面

積が大きく、高い吸着性能を持ちながら、重金属やヒ

素などの有害物質を含みません（表1）。一方の成分で

ある固体セルロースは、医薬品用に使われるもので、こ

れらの素材で作った微粉末活性炭錠剤は、安全性が高

く、環境負荷が極めて低くなっています。

微粉末活性炭錠剤は、水底に沈んでから約10 〜 20
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図1　私たちが利用できる地球上の水量の割合

図3　微粉末活性炭タブレット
（製品名「まいて環炭©」）

図2　淡水の用途
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秒の短時間で水中に速やかに崩壊・分散します（図4）。

さらに、成分を調整することで、使用用途に合わせて分

散速度を変えることもできます。

微粉末活性炭錠剤の吸着性能をいくつかの実験で確

かめました。さまざまな色素も水をかき混ぜることなく、

吸着して透明にすることができます（図5）。水中の有機

リン系農薬に対する効果を試験したところ、添加して

30分の短時間で約60 〜 80％以上を吸着しました（図

6）。水中に添加した255種の農薬も30分の短時間で約

80 〜100％吸着することができます（図7）。吸着効果

の持続期間を調べたところ、底質から水中に溶け出す

残留性有機汚染物質（POPs）に対して現在まで半年

間以上、吸着性能を保持し続けています（図8）。

今後の展望
以上のように、微粉末活性炭錠剤は短時間で多成分

の有害化学物質を長く強く吸着する能力があるため、

様々な分野において水質浄化の新技術として注目され

ています。農業や畜産排水、工業排水をはじめ、河川、池、

井戸などの水の浄化は勿論、緊急時には、飲料水を確

保するために使用できる技術として期待されています。

現在は有害な重金属類（カドミウム、鉛、クロム）や

ヒ素などを強く吸着をすることで水質を浄化できる錠剤

作製に成功しており、汚水に一発使用することで有害な

有機・無機化学物質を同時に除去可能な手法の実用化

をめざしています。
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図4　微粉末活性炭錠剤の水中分散の様子

表1　微粉末活性炭の特性

微粉末
活性炭タイプ

特性 比表面積
(m2/g)

ヨウ素
吸着性能
(mg/g)

Cd, Zn, Pb, As
含有量
(mg/L)

FEW 01 > 900 > 1000 < 0.01

FEW 02 > 1100 > 1000 < 0.01

FEW 03 > 1000 > 1000 < 0.01

FEW 04 > 1700 > 1000 < 0.01

図5　微粉末活性炭錠剤による脱色能力

図6　水中の有機リン系農薬の吸着性能
（錠剤添加後の濃度変化）

図8　14種の残留性有機汚染物質（POPs）の吸着保持性能

図7　多成分の農薬に対する吸着効果




